
きょうと地域連携交付金 活用事例（令和５年度分） 【南山城村】

防災力向上事業

事業の概要

【事業の目的】
村民の防災意識及び自助・共助の重要性への認識を
高めるとともに、防災情報の共有、実際に体感するこ
とによる地域防災力の向上を一層図る。
また、自主防災組織や消防団、さらには村内外の防災
機関と連携交流のきっかけづくりを行い地域防災力の
向上につなげる。

【事業の内容】
防災ビデオ等上映・電力の仕組み講演・防災物品展
示・非常食の無料配布・住宅耐震相談会・消火器操作
体験・起震車体験・消防車両及び防災関係車両の展示
・水害記録の展示・ドローン展示。防災訓練。

事業の実施状況

・防災ビデオの上映や様々な体験をすることで日ごろの防災
意識の向上を図った。

消防活動体験 起震車体験

自衛隊による展示 南山城水害パネル展示

事業の効果 「昭和２８年

事業費（うち交付金充当額）

３５５千円（１７７千円）

1

府民参加の事業として、災害時における様々な体験を重ねることで日ごろの防災意識及び地域防災力
の向上につながった。
「昭和２８年南山城水害」から７０年の節目を迎え当時の記憶を風化させることのないように水害記録
の展示を行った。大規模災害発生時の実際の記録から被害状況を目の当たりにし災害に対する備えに
ついて考える機会となった。


